
飯綱高原スポーツ拠点整備事業

スポーツ部スポーツ課

令和７年８月19日
臨時部長会議資料

令和７年８月25日の政策説明会まで
非 公 開

１

【既存施設】
飯綱南グラウンド（天然芝１面） （クラブハウス）

（第3駐車場・天然芝１面）（第2駐車場・人工芝１面） 【整備計画】



２１．スポーツを取り巻く現状

⚫ R10に国スポ・全障スポの開催も予定されている中、「スポーツ」を本市の成長・発展のエンジンと捉え直し、他分野・

産業との融合による新たな価値の創出により、未来のまちづくりへ波及効果を生み出していくこととしている。

✓ プロサッカーリーグ（Jリーグ） では2026-2027シーズンから「秋春制」の移行が

決まり、キャンプシーズンがこれまでの冬季から夏季となる。飯綱高原は合宿地

としての適性を有し、サッカーとの親和性が高い

R6より「スポーツの成長産業化推進事業」を展開

調査分析・戦略策定を実施

③の調査結果

✓ 飯綱高原は冷涼な気候や豊かな自然等を有しており、高原エリアの特性を生かす

ことで、合宿に必要な高密度のトレーニングと高品質の休息・リカバリーの緩急

を生み出す高原スポーツ合宿地を実現できる可能性が大いにある

✓ まずはサッカーでロールモデルを作成し、他スポーツへ横展開を図る

⚫ 本市における「スポーツ」は、長野五輪の開催による有形・無形のレガシー等により、他市と比べ高い優位性を有する貴

重な地域資源であり、第五次長野市総合計画の政策の1つに「スポーツを軸としたまちづくり」の推進を位置づけている。

春合宿

夏合宿

✓ 飯綱高原地域において合宿環境を整備し、プロチームや学生・社会人の大会・合宿を誘致するとともに、本市の観光資源と融

合した合宿プランの販売等、観光周遊の促進を図ることで、ファンや関係者の交流人口の拡大・消費活動の増加（飯綱のみな

らず全市的に、特に宿泊・飲食・交通・お土産等の消費額増加）につなげ、経済と地域の活性化を推進していく（スポーツ×

観光の推進）

①プロチーム活用による地域活性化施策策定
②大規模スポーツ施設等適正評価
③スポーツツーリズム・合宿誘致戦略策定



⚫ 少子化・コロナ禍によるイベント機会の減少等により、市民に

よるスポーツそのものの実施が減少している。また、観戦者数

は増加傾向だが、目標（R8：366,000人）に対して大きく伸び

悩んでいる。

⚫ 合宿地としてのポテンシャルを有しているものの、プロチー

ムや社会人、学生の大会・合宿を誘致できるほどの設備と環

境が整っていない。

⚫ 市内のサッカー練習場が恒常的に不足している。中学校

部活動の地域展開においても、練習場の確保が課題と

なっている。

✓ 特に、夜間に練習が可能な練習場は現状市内には存在せず、

夜間の練習は、飯綱町や千曲市などに出向かざるを得ず、

選手や保護者にとって大きな負担となっている。
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✓ 周辺に複数面の練習場があること

✓ テストマッチ

✓ グラウンド周辺のフィジカルトレーニング実施環境

✓ 夜間練習環境

✓ 隣接するクラブハウス

プロチームが求める条件

※ 湘南ベルマーレ等、複数のJチームへのヒアリング結果

長野市サッカー協会チーム※1 64チーム

長野市サッカー協会選手※1 3,300人以上

市内サッカー練習場 12面※2

出所：第五次長野市総合計画アンケート、市内プロスポーツチームのホームゲーム入場者数

※1 R6 長野市スポーツ協会届出より

「いいづなコネクトwest」へのヒアリング結果

100％ 約70％

平日を含めた全日の

夜間の稼働率

全利用者における

長野市チームの割合

※2 犀川4、飯綱南、北レク、若穂、リバー5

※実施率については、20歳以上で１日30分以上の運動をしている市民についての調査結果

※旧牟礼西小学校をリノベーションして整備した地域の交流拠点

２-1．課 題（スポーツに関する課題） ３



⚫ スキー場の営業終了により、飯綱地域の観光入込客数が激減している。また、旧スキー場敷地の後利用の目途が立っていない。

⚫ 観光資源に対するシニア層と若者世代との認知度の差に大きなギャップがあり、今後の消費を支える若者世代に対するアプローチが必須。

⚫ 長野市は長野県の観光入込客数の30％弱を占めている一方、宿泊数は10％程度に留まり、それに伴って消費単価は長野県の約半分。

滞在時間を延長させ、観光消費を促すような周遊を促進する積極的・戦略的な提案ができていない。

出所：長野市の観光概要をもとに作成出所：長野市観光客動向把握アンケート調査

出所:スポーツツーリズム・合宿誘致戦略策定中間報告

２-2．課 題（観光に関する課題） ４



・Jリーグチームの誘致に関しては、本事業で整備を進める飯綱高原エリア（冷涼地）と既存のUスタジアムや整備中の南長
野FBFのある市街地エリア（温暖エリア）の寒暖差を活用することで、Jクラブのニーズに対応できるポテンシャルを有し
ている。

前提

1次合宿

2次合宿

Jリーグチームのニーズ

• 合宿には“心肺機能を鍛えることが主

目的な1次合宿”と、“シーズン開幕に

向けた対抗戦による実戦経験と現状把

握が主目的な2次合宿”がある

• そのうえで、各目的に合わせた施設環

境（グラウンド面数/芝質・宿泊施設

等）が必要

• ハードなトレーニングを安全に実施す

ることができる冷涼な環境にて、心肺

機能を鍛えたい

• 自チームと同等レベルのカテゴリと複

数試合（2-3試合程度）実施したい

• 開幕シーズンと同様に“19時頃から暖

かい環境にてナイター設備の整った環

境”で対抗戦等を実施したい

長野市におけるニーズへの対応

冷涼かつ心肺機能を鍛えることができる（高地TR）

気候：7月早朝/夕方20℃程度 最高30℃

高地：標高1,000m

高原
エリア

寒
暖
差
の
活
用

冷涼

温暖

市街地
エリア

開幕シーズン同様の環境で対抗戦を実施できる

会場：長野Uスタジアム・南長野FBF
備考：ナイター施設完備（19時キックオフ可能）

３-1．本市のポテンシャルに関する分析 ５



・飯綱高原は他エリアに比べて寒暖差があり、キャンプ想定時期（夏）の“早朝や夕方”であれば、他エリアと比較しても涼し
く、“正午等の日中”であれば、30℃近く他エリアと大差ない。そのため、時間帯を可変させることで、各クラブニーズに合

わせた気候条件を作り出すことができる。

長野市の気候（気温）観点での強み ※直近

６（参考）長野市のポテンシャルに関する分析 ①



（参考）長野市のポテンシャルに関する分析 ②

・近年日本を猛暑にしている要因としては、地球温暖化が全ての前提となったうえで、気象要因としての“フェーン現
象・太平洋高気圧/チベット高気圧の勢力拡大”と都市化要因での“ヒートアイランド現象”があり、“沖縄・宮崎・長野”は
影響を受けづらい対象になっている。

長野市の気候（気温）観点での強み ※将来的予測

７



・直近は、北海道や青森は1次キャンプに活用するチームもあると想定されるが、近未来的には“沖縄・宮崎・長野”がキャ
ンプ地になるのではないかと想定。その中でも、雨天・台風リスクの観点で、長野が有力候補になるのではないかと思料

主な夏キャンプの候補 主な夏キャンプの候補エリアの立地特徴及び活用のされ方 長野市の強み

北海道

青森

宮崎

沖縄

長野

• 活用可能用地が広いため、1エリアで複数チーム誘致可能

• “シーズン前と同様の環境でのキャンプは実施できない”ため、

あくまで1次キャンプ目的として活用されるのではないか

• ただし、気候変動の問題等により、他エリアよりも温暖化促進

が見込まれ、1次キャンプ地としての活用には時限感があるので

はないか（クラブニーズへマッチしなくなる可能性と芝質変更

などのコストがかかる想定）

• サッカーキャンプの聖地であり、1つの県で複数チームを誘致す

ることが可能。26－27シーズンから、1次・2次のキャンプとし

て活用されることが想定される。

• また、気候変動の影響を受けづらいエリアになるため、継続的

なキャンプ地として春・夏、1次・2次キャンプ共に活用される

のではないか

• ただし、夏季は梅雨・台風リスクがあり懸念される可能性あり

• プロチームのキャンプ地としてのプレゼンスは現時点ではない

ものの、飯綱高原・飯綱町、菅平高原等とエリアで連携するこ

とで、複数チームの誘致が可能

• 高原と市街地を分けて1次・2次対応可能なうえに気候変動の影

響や大雨リスクも低い。市街地ではナイター活用も可能であり、

夏キャンプ地は1次・2次キャンプとして活用されるのではない

か

クラブニーズを
1エリアで満たす

ポテンシャルがある地

気候リスク
（気温・降水量）

“低”

高原×市街地
（1次・2次対応可能）

３-2．本市のポテンシャルに関する分析 ８



⚫旧飯綱高原スキー場駐車場敷地を活用したスポーツ合宿拠点を整備し、プロスポーツチームや社会人・
学生等の大会・合宿を誘致するとともに平時の市民利用を促進し、地域の観光協会、宿泊・飲食の事業
者とも連携を図りながら、受入れ体制の構築と情報発信の強化を行い、「スポーツの産業化」を目指す。

フローイメージ

R7

整備のための設計
Jチームの誘致活動

・設計業務委託

・Jチームのキャンプ誘致活動

（目標：１チーム）

・観光コンテンツと組み合わ

せた合宿プランの構築等

R8

天然芝グラウンド整備
受入れ環境の構築

・天然芝グラウンドの整備

・Jチームのｷｬﾝﾌﾟ実施と誘致

・社会人･学生等の合宿誘致活動

・受入れ体制の構築､発信強化

・天然芝グラウンド開設

・Jチームのｷｬﾝﾌﾟ実施と誘致

・人工芝グラウンドの整備

・合宿チーム数の拡大

・周辺自治体との協業検討

人工芝グラウンド整備
誘致の拡大

R9

⚫本市の持つ観光資源やアクティビティなどのコンテンツと掛け合わせたより訴求力の高い合宿プラン・
観光周遊プランの構築等で、交流人口の拡大と消費活動を増加させ、経済と地域の活性化を強く推進し
ていく。

R10‐

周辺自治体との連携で、
エリア全体での
スポーツの産業化

・天然芝グラウンド開設

・周辺自治体との連携

・自治体を跨いだエリア全体

でのスポーツの産業化

合宿 新シーズン（秋春制） 合宿 新シーズン（秋春制）

整備の方向性

合宿 新シーズン（秋春制） 合宿 新シーズン（秋春制）

４-1．事業概要（施設整備の方向性） ９



R9

R8

R7

ハイランドホール飯綱

旧飯綱高原スキー場

第3駐車場

旧飯綱高原スキー場

第2駐車場

スキー場既存トイレ

ナイター設備

<実施設計> 20,130千円

• 設計業務委託費 20,130千円

<天然芝グラウンド整備> 538,033千円（見込）

• 土木工事 20,288千円
• 暗渠管工事（ピッチ排水）1,584千円
• 天然芝工事 77,157千円
• ピッチ回り排水工事 17,270千円
• 防球ネット工事 55,440千円
• 駐車場整備工事 3,696千円
• 諸経費 131,578千円
• 設計業務委託費 31,020千円
• 飯綱南グラウンド関係 105,000千円
• その他関連施設等 95,000千円

<人工芝グラウンド整備> 587,609千円（見込）

• ナイター照明設置工事 158,400千円

• 舗装工事 9,438千円

• 人工芝工事 150,427千円

• ピッチ回り排水工事 12,815千円

• 防球ネット工事（H=8m) 55,440千円

• 諸経費 171,089千円

• ハイランドホール改修 30,000千円

防球ネット

防球ネット

４-2．事業概要（施設整備の概要）①

９月補正予算にて対応

10
概算総額 1,145,772千円（R7～R9）



４-2．事業概要（施設整備の概要）② 11

◆南長野運動公園フットボール場

天然芝１面・人工芝２面、ナイター設備設置
※2027秋頃整備完了予定

飯綱高原エリア 市街地エリア

スキー場
既存トイレ

防球ネット

ハイランド
ホール飯綱

旧第１
駐車場

ナイター設備

防球ネット
天然芝グラウンド

（旧飯綱高原スキー場第3Ｐ）

人工芝グラウンド

（旧飯綱高原スキー場第2Ｐ）
ナイター設備設置予定

天然芝グラウンド

（飯綱高原南グラウンド）

駐車場(約100台)

防球ネット

管理棟（トイレ、更衣室等）

◆千曲川リバーフロントスポーツガーデン

天然芝5面

●ホテルアルカディア

●アソビーバナガノパーク

■ グラウンド、● 宿泊施設

◆

◆

◆



Ｒ7（2025）

整備に係る関係省等との調整環境省等の調整

天然芝グラウンド
整備

人工芝グラウンド
整備

Ｒ10（2028）

整備工事

4-6 7-9 1-310-12

Ｒ8（2026） Ｒ9（2027）

8 4-6 7-9 1-310-12 4-6 7-911109 12 1 2 3

発注手続

整備工事

▼8/25政策説明会

24/25シーズン 特別大会(移行期) 26/27シーズン 27/28シーズン★
キ
ャ
ン
プ

★
キ
ャ
ン
プ

★
キ
ャ
ン
プ

発注
手続

実施設計
発注
手続

実施設計
発注
手続

▼9月議会議決後

クラブハウス 設計 改修工事

▼竣工

▼竣工

地元調整 整備後の運用に関する調整

▼苗巻き

Jリーグ誘致
誘致・
視察対応

誘致クラ
ブ選定 誘致活動

業務委託

その他調整・活動

▼8/19臨時部長会議
庁内プロセス

▼R7補正予算議決 ▼R8当初予算議決 ▼R9当初予算議決
議 会

J.LEAGUE

手続関係

事前調整

▼｢辺地計画｣提出（予定）

４-3．事業概要（整備に係る全体スケジュール） 12

環境省：妙高戸隠連山国立公園区域、
長野市：自然環境保全地域（環境部）・都市計画区域（建設部）

発注
手続

誘致・対応 誘致・対応



宿坊神秘体験

自然・景勝地 高原・山岳
アクティビティ

高原・山岳
アクティビティ

温泉リゾートホテル 自然・景勝地

妙高市

レイク
アクティビティ 森林セラピー

高原・山岳アクティビティ 自然・景勝地

信濃町

キャンプ・グランピング

高原・山岳
アクティビティ

自然・景勝地

スポーツ合宿

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

動

静
休
息
・
リ
カ
バ
リ
ー

アクティビティ、景勝地、温泉、宿泊が揃うオールシーズン高原リゾート

・高原エリアの特性を生かすことで、合宿に必要な高密度のトレーニングと高品質の休息・リカバリーの緩急を生み出す高
原スポーツ合宿地を実現する。

・また、社会人・学生の合宿関係者、プロチームの合宿関係者やファン等の交流人口の拡大と、各地域の資源を掛け合わせ
た観光周遊の提案により、地域経済の活性化につなげていく。

飯綱

戸隠

解放感と癒しが得られるレイク・
森林・高原リゾート

スポーツ・アウトドアが年間通じて楽
しめる丘陵地アクティブフィールド

自然・神秘・伝統に浸り、
高原の澄んだ空気の中でス
ポーツを楽しむ非日常空間

雄大な自然の中で多種多様の運動と休息 動と静が調和し、心身が充実する場所

トレーニングの強度・質を上げるための環境

練習後に心身ともに質高く休息できる環境

高地エリア・適した気候

芝生の質

市街地から離れた環境

市街地から離れ、
緑の多い環境

休息に適した気温・気候

栄養価の高い食事

安全な心肺機能の強化

怪我防止/試合同様の感覚維持

合宿に集中することができる環境

心拍数・血圧を下げ、リラックス効果
（リラックスによるチームビルディングの効率化）

項 目 目 的

気温・湿度共に適しており、
回復効果を高める

栄養価の高い食材（野菜・蕎麦）に
より回復力を高める

エリアコンセプト

４-4．事業概要（エリア全体の方向性）① 13



飯綱町

信濃町

戸隠

飯綱高原

妙高市

信濃町

飯綱町

信越高原合宿エリア
スポーツハイランド

・飯綱高原エリアを核としながら、隣接する飯綱町、信濃町、妙高市と連携し、広域でスポーツ合宿地としてのブラン
ディングを図っていく。

・市内外の交流人口の拡大とそれに伴う観光消費額の増加により、地域全体の経済波及効果を創出しながら、新たな投資
を呼び込む等「スポーツ×観光によるまちづくり」の好循環を生み、スポーツの産業化を目指す。

飯綱高原

グラウンド

26－27シーズン 27シーズン以降

本事業で整備する新施設を交
渉の材料にしながら、飯綱高
原南グラウンドに、Jリーグ
のクラブを最低１チーム誘致
する

本事業で整備する新施設に
加え、周辺市町村との協業
により地域全体でJリーグ
のクラブを複数チーム誘致
していく

広域での協業による

地域全体でのブランド化

✓平成2年より長野市・飯綱町・信濃町・妙高市の4市町による信越高原連絡協議会にて、広域連携に係る各種取組みを実施

✓令和5年3月、長野市と飯綱町において、飯綱エリアの振興を目的とした連携協定を締結

４-4．事業概要（エリア全体の方向性）② 14



つな
がる

する

観る

まちづくり連携推進

・まちづくり連携推進ビジョン（R4.4策定）に掲げる「する」「観る」「つながる」の3つの視点においては、「観る」から
「する」につなげ、本市の課題の解決に寄与する。

・本事業の推進は、トップチームだけではなく市や市民にとっても利益を享受できる。

✓ 子どもたちにとって、トップアスリートの優れた技術や人間的な魅力を間近
で観ることは、憧れを醸成し、スポーツへの参加意欲を高め、スポーツ実施
率の向上に寄与する

✓ これにより地域から新たな才能が発掘されることが期待でき、人材の好循環
を形成することでスポーツのすそ野が拡大し、トップの伸長にもつながる

✓ 長野市をホームタウンとするAC長野パルセイロにとっても、トップチーム
とのトレーニングマッチ等を通じて彼らの技術やアイデア、メンタリティを
肌で感じることができ、成長と競争力を生み出す

✓ 観戦のきっかけづくりを提供でき、観戦者数の増加につながる

✓ 課題の1つである練習場不足の解決に寄与。特に、ナイター整備は夜間練習

を可能とし、現状飯綱町まで出向いている選手や保護者の負担を軽減

✓ 部活動の地域展開においても、活動場所の確保が課題であり、特に、学校

が終わった後に練習ができるナイター設備付きの練習場を整備することは、

安定した活動場所の確保につながる

スポーツまちづくりにおける
3つの要素

✓ 安定した活動場所の確保は、部

活動のみならず、社会人チーム

など市民によるスポーツ実施率

の向上そのものに寄与

「観る」

「する」

５-1．見込まれる効果（社会的な効果） 15
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・天然芝・人工芝グラウンド各1面及び付帯施設を整備し、計3施設で事業を推進していくことによる、経済波及効果（直

接効果・間接効果）・コスト（イニシャル・ランニング）を算出。

・経済波及効果としては、3施設・10年で約20.2億円の効果を創出できる想定で、R14に回収見込み。

46,020 553,033 617,609 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500

0 0 253,000 253,000 253,000 253,000 253,000 253,000 253,000 253,000

46,020 

599,053 

1,216,662 1,254,162 1,291,662 1,329,162 1,366,662 1,404,162 1,441,662 1,479,162 

0 0 

253,000 

506,000 

759,000 

1,012,000 

1,265,000 

1,518,000 

1,771,000 

2,024,000 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

コスト 経済波及額

約20.2億円約14.7億円 経済波及効果コスト

単位:千円

直接効果 15.4億円
-施設利用料、合宿費用、ファン消費額

単位:千円

間接効果 4.8 億円
-1次間接効果、2次間接効果

イニシャルコスト 11.5億円
-天然芝1面、人工芝1面、付帯施設

ランニングコスト 3.2億円
-3施設の維持管理費用

※天然芝2面、人工芝1面の計3施設において、
天然芝1面につきJリーグのチームを1チーム誘致できる前提で計算

５-1．見込まれる効果（経済的な効果） 16



✓ 飯綱地区の振興のためにぜひ進めてほしい。構想だけで終わるのではなく、誘致と並行して進めていただき、スピードを上げて
整備していただきたい。

✓ 地元の方の雇用の機会をいただきたい。また、料金設定については、地域の方や地元の子どもたちが利用する際は、一般の方と
同じような料金ではなく、少し安くして利用させていただけるような対応を検討してほしい。

✓ 駐車場が不足しているので、駐車場についても検討いただきたい。

✓ アソビーバには体育館もあるし、雨の日や寒い日は活用もできる。また、サッカーだけではなく、グラウンドを使うものについ
てはあらゆるスポーツを誘致してほしい。

✓ ゴミや渋滞の問題についても対策を講じてほしい。

✓ 地域の総合的・複合的な利用ができるような構想を検討してほしい。

■地元調整の経過と主な意見

R7.7.1

R7.7.3

R7.7.31

住民自治協議会

住民自治協議会区長会

芋井地区住民説明会

会長、事務局、観光協会会長に、今後の進め方について相談

全区長向けに説明。決定の前に丁寧な住民説明をするよう求められる

主な意見は下記のとおり

R7.8.4
スポーツを軸としたまちづくりの

ための政策懇話会
外部有識者（9名）と意見交換。主な意見は下記のとおり

✓ 飯綱高原をキャンプ地としてチームを誘致することは、新たな価値をたくさん創出することができる。

✓ 飯綱への誘致は、スピード感を持ってやっていかないといけない。早急に、グラウンドの整備を行い、誘致ができる環境を整え
ていくべきである。また、グラウンドの整備も当然そうだが、受入れ環境や経営母体、調整機能などそういったものをどのよう
に作っていくかもあわせて考えていかなければいけない。

■外部有識者との検討の経過と主な意見

17６．地元との調整・検討経過



18７．今後のスケジュール等

月 日 内 容

令和７年６月26日 政策会議

７月１日～31日 地元説明（芋井地区）

８月４日 スポーツを軸としたまちづくりのための政策懇話会

８月19日 臨時部長会議

８月25日 政策説明会

９月市議会（R7補正予算）

10月以降 実施設計（発注）

以下、順次工事に着手
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